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マ
レ
ー
シ
ア
よ
り
イ
ナ
ナ
ム
セ
カ

ン
ダ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
生
徒
来
日
！

　

10
月
19
日（
木
）か
ら
22
日（
日
）

ま
で
の
４
泊
５
日
の
日
程
で
、
マ

レ
ー
シ
ア
の
イ
ナ
ナ
ム
セ
カ
ン
ダ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
か
ら
生
徒
２
名
、

日
本
語
教
師
１
名
が
来
日
し
ま
し

た
。

１
日
目
【
10
月
19
日
（
木
）】

　

午
前
７
時
30
分
頃
に
成
田
空
港

に
到
着
し
、両
国
駅
周
辺
を
散
策
、

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
に
移
動
し
、

展
望
デ
ッ
キ
か
ら
東
京
を
３
６
０

度
見
渡
し
ま
し
た
。

　

浅
草
で
は
着
物
の
着
付
け
体
験
、

着
物
を
着
て
仲
見
世
通
り
、
浅
草

寺
を
散
策
し
ま
し
た
。「
着
物
を

着
て
み
た
か
っ
た
か
ら
う
れ
し

い
」
と
大
喜
び
で
し
た
。

２
日
目
【
10
月
20
日
（
金
）】

　

東
京
駅
か
ら
新
幹
線
に
乗
り
、

午
前
中
に
新
白
河
駅
に
到
着
。
中

島
中
学
校
を
訪
問
し
、
中
学
２
年

生
と
一
緒
に
紙
風
船
と
け
ん
玉
で

遊
び
、
給
食
を
食
べ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
中
学
校
の
先
生
方

に
よ
る
折
り
染
め
、
浴
衣
の
着
付

け
と
茶
道
、
た
こ
焼
き
づ
く
り
の

体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

夕
方
か
ら
は
村
国
際
交
流
協
会

に
よ
る
歓
迎
会
が
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
輝
ら
里
に
て
行
わ
れ
、
イ
ナ

ナ
ム
セ
カ
ン
ダ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の

２
名
の
生
徒
は
日
本
語
で
挨
拶
を

し
ま
し
た
。

３
日
目
【
10
月
21
日
（
土
）】

　
こ
の
日
は
中
島
中
学
校
の
き
き
ょ

う
祭
を
参
観
し
に
行
き
ま
し
た
。

き
き
ょ
う
祭
の
前
に
は
、
ウ
ェ
ル
カ

ム
セ
レ
モ
ニ
ー
に
参
加
し
、
全
校

生
徒
と
交
流
を
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
マ
レ
ー
シ
ア
修
学

旅
行
や
学
校
紹
介
の
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
歌
い
終
わ
っ

た
中
島
中
学
校
の
生
徒
へ
大
き
な

拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
会
津
若
松
市
へ
向

か
い
、
会
津
武
家
屋
敷
を
見
学
し

ま
し
た
。

４
日
目
【
10
月
22
日
（
日
）】

　

県
内
滞
在
最
終
日
は
、
白
河
市

で
り
ん
ご
狩
り
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
お
昼
に
は
お
別
れ
会
を
行

い
、
滞
在
中
の
思
い
出
に
つ
い
て

語
り
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
「
ま

た
日
本
に
来
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
午
後
に
は
新
幹
線
に
乗

り
、
成
田
空
港
付
近
で
前
泊
し
ま

し
た
。

５
日
目
【
10
月
23
日
（
月
）】

　

飛
行
機
で
無
事
マ
レ
ー
シ
ア
コ

タ
キ
ナ
バ
ル
へ
帰
国
し
ま
し
た
。   
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ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

10
月
22
日
（
日
）、「
２
０
２
３

な
か
じ
ま
の
里
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
改
善
セ
ン
タ
ー
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
小
学
校
持
久
走
大
会
」
で
は
、

男
女
ご
と
に
１
・２
年
生
１
ｋ
ｍ
、

３
・
４
年
生
１
・
５
ｋ
ｍ
、
５
・
６

年
生
２
ｋ
ｍ
の
コ
ー
ス
を
走
り
ま

し
た
。
沿
道
か
ら
は
大
き
な
声
援

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
「
笑
顔
で
走
ろ
う
」
で

は
２
ｋ
ｍ
、
１
ｋ
ｍ
コ
ー
ス
の
順

に
ラ
ン
ナ
ー
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

が
参
加
し
、
家
族
や
友
人
た
ち
と

一
緒
に
笑
顔
で
走
り
切
り
ま
し

た
。

　

こ
の
ほ
か
、
パ
ン
食
い
競
争
が

行
わ
れ
、
会
場
が
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
エ
ア
ー
遊
具
（
キ
ッ
ズ

ゾ
ー
ン
）
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
日
赤
奉
仕
団
か
ら
豚

汁
が
無
料
で
ふ
る
ま
わ
れ
、
夢
み

な
み
農
協
か
ら
「
は
と
む
ぎ
茶
」

を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
盛
り
上

げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
各
競
技
で
さ
わ
や
か

な
汗
を
流
し
、
充
実
し
た
一
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。

競
技
結
果
（
氏
名
敬
称
略
）

数
字
は
着
順

▼
持
久
走
大
会
（
数
字
は
着
順
）

女
子

【
１
年
】

①
髙
橋
優
花
里　

②
向
井　

彩
乃

③
金
澤　

岬　
　

④
吉
田
恵
実
莉

⑤
長
倉　

可
林　

⑥
畠
山　

夢
結

【
２
年
】

①
古
内　

詩　
　

②
岩
崎　

聖
羅

③
円
谷　

梨
心　

④
髙
久
小
茉
希

⑤
吉
田　

恵
菜　

⑥
佐
々
木　

純

男
子

【
１
年
】

①
髙
根　

貫　
　

②
藤
田　

結
羽

③
古
内　

柊
羽　

④
鈴
木　

颯
太

⑤
稲
川　

睦
斗　

⑥
郡
司　

拓
歩

【
２
年
】

①
大
木　

朝
陽　

②
丹
内　

康
絢

③
齊
藤　

蓮　
　

④
田
村　

綾
馬

⑤
佐
藤　

瑠
音　

⑥
小
針　

陽
斗

女
子

【
３
年
】

①
髙
橋　

麻
弘　

②
水
野
谷
陽
菜

③
菊
地　

穂
華　

④
安
部　

陽
葵

⑤
根
本　

羽
菜　

⑥
斎
藤　

花
佳

【
４
年
】

①
円
谷　

凛
音　

②
小
針　

唯
愛

③
廣
澤
笑
瑠
奈　

④
水
戸　

葵
彩

⑤
大
川
原
愛
花　

⑥
長
倉
奈
々
帆

男
子

【
３
年
】

①
金
澤　

結
糸　

②
小
針　

恵
輔

③
大
木　

崚
生　

④
水
野
谷
良
太

⑤
湯
田　

晴
空　

⑥
大
川
原　

慶

【
４
年
】

①
向
井　

遥
希　

②
小
室　

恵
介

③
水
野
谷
元
晴　

④
渡
邊　

恵
来

⑤
矢
田
部
暁
翔　

⑥
畠
山　

碧

女
子

【
５
年
】

①
畠
山　

暖
乃　

②
長
田　

雪
菜

③
金
澤　

美
心　

④
湯
田　

愛
夢

⑤
井
上　

采
音　

⑥
吉
田　

楓
花

【
６
年
】

①
小
川　

彩
愛　

②
水
戸　

陽
葵

③
髙
根
万
友
里　

④
矢
内　

汐
那

⑤
藤
田　

彩
芭　

⑥
長
倉　

佑
奈

男
子

【
５
年
】

①
長
倉　

汐
音　

②
古
内
健
太
郎

③
小
針　

遥
真　

④
芳
賀　

彪
冴

⑤
鈴
木　

晴
翔　

⑥
高
村　

快
靖

【
６
年
】

①
髙
橋　

一
輝　

②
永
沼　

慶
冴

③
添
田　

心
人　

④
星　

柊
真

⑤
大
木　

翔　
　

⑥
中
野
目
蓮
虎
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第
62
回
中
島
村
民
文
化
祭

　

第
62
回
中
島
村
民
文
化
祭
の
展

示
会
は
11
月
３
日
（
金
）
～
４
日

（
土
）
ま
で
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

輝
ら
里
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
村
民
、村
内
の
サ
ー
ク
ル
、

各
種
教
室
や
愛
好
会
の
会
員
が
制

作
し
た
菊
花
、
盆
栽
、
山
野
草
、

手
工
芸
、
書
道
、
絵
画
、
写
真
な

ど
を
展
示
し
、
一
般
公
開
し
ま
し

た
。

　

芸
術
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
数
多

く
の
様
々
な
作
品
が
出
展
さ
れ
、

会
場
を
訪
れ
た
み
な
さ
ん
は
、
作

品
に
魅
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

入
賞
者
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

【
入
賞
者
（
敬
称
略
）】

▼
菊
花
部
門

村

長

賞　

小
針　

久
雄

議

長

賞　

青
木　

利
雄

教
育
長
賞　

小
針
ト
シ
ヱ

公
民
館
長
賞　

佐
々
木
正
幹

▼
盆
栽
部
門

村

長

賞　

遠
藤　

翼

議

長

賞　

青
木　

利
雄

教
育
長
賞　

小
林　

義
輝

公
民
館
長
賞　

角
田　

捷
夫

文
団
連
長
賞　

角
田
記
代
子

入

賞　

鈴
木　

秀
勝

特

別

賞　

宮
本
シ
ツ
子

▼
山
野
草
部
門

村

長

賞　

遠
藤　

翼

議

長

賞　

佐
々
木
正
幹

教
育
長
賞　

青
木
キ
ヨ
子

公
民
館
長
賞　

小
林　

紀
子

文
団
連
長
賞　

山
本　

久
子

入

賞　

三
森
喜
代
子

入

賞　

浅
野　

キ
イ

▼
手
工
芸
部
門

村

長

賞　

鈴
木　

秀
勝

議

長

賞　

青
木　

利
雄

教
育
長
賞　

小
針
奈
津
紀

公
民
館
長
賞　

塩
田　

廣
重

文
団
連
長
賞　

佐
々
木
惠
美
子

入

賞　

小
針　

智
子

入

賞　

杉
原
モ
モ
子

入

賞　

小
松　

靜
江

入

賞　

浅
野　

藍

入

賞　

宮
本
な
お
子

入

賞　

渡
邊　

信
子

入

賞　

藤
島
多
美
子

入

賞　

大
関　

信
子

入

賞　

宮
本　

栄
子

入

賞　

緑
川　

佑
典

特

別

賞　

佐
川　

次
朗

特

別

賞　

浅
野　

キ
イ

特

別

賞　

曲
山　

ヒ
ロ

特

別

賞　

村
田
十
四
子

▼
書
道
部
門

村

長

賞　

畠
山
ヒ
サ
子

議

長

賞　

浅
野　

藍

教
育
長
賞　

髙
村　

三
郎

▼
絵
画
部
門

村

長

賞　

小
松　

清

議

長

賞　

畠
山　

辰
哉

教
育
長
賞　

畠
山
恵
美
子

公
民
館
長
賞　

八
代　

陽
子

文
団
連
長
賞　

大
関　

花
林

入

賞　

小
松　

カ
ネ

入

賞　

藤
島
多
美
子

入

賞　

浅
野　

キ
イ

▼
写
真
部
門

村

長

賞　

藤
島
多
美
子

議

長

賞　

畠
山　

宙

教
育
長
賞　

円
谷　

勤

公
民
館
長
賞　

薄
井
幸
太
郎

文
団
連
長
賞　

長
谷
部
正
一

▼
高
齢
者
作
品
部
門

村

長

賞　

山
本　

文
男

議

長

賞　

青
木
キ
ヨ
子

教
育
長
賞　

日
暮
千
代
子

公
民
館
長
賞　

佐
々
木
惠
美
子

文
団
連
長
賞　

村
田
十
四
子

入

賞　

鈴
木　

江

入

賞　

畠
山
の
ぶ
子

入

賞　

浅
野　

キ
イ

特

別

賞　

塩
田　

廣
重

特

別

賞　

八
代　

陽
子

特

別

賞　

曲
山　

ヒ
ロ

特

別

賞　

長
谷
部
ミ
ネ
子

日
赤
県
支
部
長
賞

　
　
　
　
　
　

小
松　

靜
江

日
赤
県
南
地
区
長
賞

　
　
　
　
　
　

鈴
木　

秀
勝

県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長

　
　
　
　
　
　

青
木　

利
雄

郡
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
賞

　
　
　
　
　
　

井
上
マ
ス
ヱ

▼
小
学
生
展
示
部
門

【
滑
津
小
学
校
】

教
育
長
賞　

鈴
木　

陽
葵

教
育
長
賞　

長
田　

菜
緒

公
民
館
長
賞　

水
野
谷
良
太

公
民
館
長
賞
　
松
本　

梨
花

【
吉
子
川
小
学
校
】

教
育
長
賞　

長
田　

葵

教
育
長
賞　

矢
吹　

茉
夕

公
民
館
長
賞　

菊
地　

穂
華

公
民
館
長
賞　

長
倉
奈
々
帆

▼
中
学
生
展
示
部
門

教
育
長
賞　

金
澤　

幸
亮

教
育
長
賞　

畠
山　

希
恵

公
民
館
長
賞　

斎
藤　

瑚
夏

公
民
館
長
賞　

長
田　

真
友
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避
難
訓
練
・
引
き
渡
し
訓
練

　

10
月
12
日
（
木
）、
保
育
所
に

て
引
き
渡
し
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
震
度
５
強
の
地
震
災
害
発
生

時
を
想
定
と
し
た
訓
練
で
す
。
地

震
の
際
の
避
難
の
仕
方
を
覚
え
、

保
育
者
の
指
示
に
従
っ
て
行
動
、

保
護
者
へ
迅
速
か
つ
正
確
に
引
き

渡
し
を
す
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。

　

保
護
者
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、

万
が
一
の
災
害
時
の
対
応
を
確
認

し
ま
し
た
。

保
育
所
育
児
講
座

「
親
子
で
楽
し
く
運
動
遊
び
」

　

10
月
14
日
（
土
）、
中
島
村
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
輝
ら
里
に
お
い

て
、
音
楽
事
務
所
空
史
堂
の
若
菜

さ
ん
に
よ
る
育
児
講
座
「
親
子
で

楽
し
く
運
動
遊
び
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

大
き
な
円
に
な
っ
て
、
反
時
計

回
り
に
く
ま
や
う
さ
ぎ
、
カ
ニ
、

キ
リ
ン
な
ど
の
動
物
歩
き
を
し
た

り
、
グ
ー
パ
ー
ジ
ャ
ン
プ
や
飛
行

機
と
い
っ
た
か
ら
だ
を
使
っ
て
遊

ん
だ
り
し
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
最
後
ま
で
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

秋
の
記
念
樹
を
交
付

　

10
月
15
日
（
日
）、
村
緑
化
推

進
事
業
の
一
環
と
し
て
、「
秋
の

記
念
樹
」
交
付
が
役
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
交
付
で
は
、
令
和
５
年

２
月
か
ら
９
月
上
旬
ま
で
に
申
請

の
あ
っ
た
出
生
６
名
の
方
へ
交
付

い
た
し
ま
し
た
。

　

次
回
の
「
春
の
記
念
樹
」
交
付

は
令
和
６
年
３
月
下
旬
ご
ろ
に
実

施
予
定
で
す
。

令
和
５
年
度
消
防
団
秋
季
検
閲

　

10
月
15
日（
日
）体
育
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
中
島
村
消
防
団
秋
季
検

閲
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
針
徳
秀
消
防
団
長
の
開
閲
の

こ
と
ば
の
後
、加
藤
幸
一
統
監（
村

長
）
か
ら
訓
示
が
あ
り
、
そ
の
後

検
閲
に
入
り
ま
し
た
。

　

検
閲
で
は
、
消
防
団
約
90
名
が

通
常
点
検
を
受
け
ま
し
た
。
続
い

て
、
中
島
幼
稚
園
消
防
ク
ラ
ブ
に

よ
る
鼓
笛
が
披
露
さ
れ
、
園
児
の

見
事
な
演
奏
に
会
場
か
ら
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
村
消
防
団
長
表
彰
が

あ
り
、
続
い
て
来
賓
の
県
南
地
方

振
興
局
長
、
白
河
消
防
本
部
消
防

長
、
白
河
警
察
署
長
、
村
議
会
議

長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
閉
閲

し
ま
し
た
。

　

冷
え
込
む
日
が
多
く
な
り
、
暖

房
器
具
を
使
う
機
会
が
増
え
る
こ

の
時
期
、
火
災
発
生
の
危
険
性
が

高
ま
り
ま
す
。
か
け
が
え
の
な
い

命
と
財
産
を
火
災
か
ら
守
る
た

め
、
私
た
ち
も
日
頃
か
ら
火
の
用

心
を
徹
底
し
、
火
災
予
防
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

表
彰
者
氏
名
（
敬
称
略
、
役
職
は

10
月
15
日
時
点
の
も
の
）

中
島
村
消
防
団
長
表
彰

▼
優
良
分
団
部
表
彰

第
１
分
団
第
６
部

▼
功
績
章

第
１
分
団
第
１
部
団
員馬

水　

徹
也

第
１
分
団
第
２
部
団
員長

倉　

裕
樹

▼
精
勤
章

第
１
分
団
第
２
部
長

金
澤　

伸
哉

第
１
分
団
第
４
部
長

鈴
木　

良
行

第
１
分
団
第
５
部
長

小
室　

孝
雄

第
１
分
団
第
６
部
長

小
針　

賢
寛
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第
２
分
団
第
１
部
長

近
藤　

大
司

第
２
分
団
第
２
部
長

仁
科　

嘉
将

第
２
分
団
第
３
部
長

江
面　

雄
一

第
２
分
団
第
４
部
長

向
井　

昭
博

▼
永
年
勤
続
章

第
１
分
団
第
１
部
団
員深

澤　

善
行

第
１
分
団
第
１
部
団
員

　
　
　
　
　
　
　
　

長
田　

永　

第
１
分
団
第
３
部
団
員根

本　

裕
司

第
１
分
団
第
６
部
団
員渡

邊　

裕
季

第
２
分
団
第
２
部
班
長吉

田　

正
光

第
２
分
団
第
２
部
団
員吉

田　

貴
伸

第
２
分
団
第
４
部
班
長久

保
木　

進

第
２
分
団
第
４
部
団
員佐

久
間
健
二

▼
退
団
幹
部
感
謝
状

中
野
目　

学　
　

円
谷　

善
郎

塩
田　

孝
男　
　

小
平　

高
志

長
田　

喜
寛

激
励
金
交
付
式

第
７
回
東
日
本
都
市
対
抗

シ
ニ
ア
軟
式
野
球
大
会

　

10
月
18
日
（
水
）、
中
島
村
役

場
に
て
、
東
日
本
都
市
対
抗
シ
ニ

ア
軟
式
野
球
福
島
県
大
会
で
ブ

ロ
ッ
ク
を
勝
ち
抜
い
た
、
矢
吹

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
所
属
の
選

手
に
対
す
る
、
激
励
金
交
付
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
10
月
28
日（
土
）

に
埼
玉
県
で
行
わ
れ
た
、
第
７
回

東
日
本
都
市
対
抗
シ
ニ
ア
軟
式
野

球
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

※
村
で
は
、
東
北
大
会
以
上
の
大

会
に
出
場
す
る
方
へ
、
激
励
金
の

交
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、
小
・
中
・
高
校
生

に
つ
い
て
は
学
校
教
育
課
へ
、
そ

れ
以
外
に
つ
い
て
は
総
務
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
本
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
中
学

硬
式
野
球
協
会
東
北
連
盟

第
２
回
一
年
生
東
北
大
会

　

10
月
30
日
（
月
）、
中
島
村
役

場
に
お
い
て
、
日
本
リ
ト
ル
シ
ニ

ア
中
学
硬
式
野
球
協
会
東
北
連
盟

第
２
回
一
年
生
東
北
大
会
に
出
場

す
る
中
島
中
学
校
１
年
生
の
長
田

琥
太
郎
さ
ん
に
対
す
る
激
励
金
交

付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

加
藤
村
長
の
激
励
に
長
田
さ
ん

は
「
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
一
試
合
一
試
合
を
大
切
に
し

て
全
国
大
会
を
目
指
し
ま
す
。」

と
述
べ
ま
し
た
。

　
長
田
さ
ん
は
須
賀
川
シ
ニ
ア
に
所

属
し
、
鏡
石
町
鳥
見
山
球
場
で
開

催
さ
れ
た
福
島
県
予
選
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
。
チ
ー
ム
は
見
事
優

勝
し
、
11
月
３
日
・
４
日
と
宮
城

県
大
崎
市
鹿
島
台
中
央
野
球
場
等

で
開
催
さ
れ
た
、
２
０
２
３
年
リ

ト
ル
シ
ニ
ア
福
島
県
支
部
一
年
生

大
会
東
北
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員
赤
坂
貞
夫
さ
ん

総
務
大
臣
表
彰
受
賞
報
告

　
10
月
31
日
（
火
）、
中
島
村
役
場

に
お
い
て
、中
島
村
担
当
行
政
相
談

委
員
赤
坂
貞
夫
さ
ん
の
総
務
大
臣

表
彰
受
賞
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

赤
坂
さ
ん
は
平
成
19
年
10
月
よ

り
中
島
村
に
お
け
る
行
政
相
談
委

員
を
委
嘱
さ
れ
（
通
算
委
嘱
期
間

16
年
）、
定
期
行
政
相
談
会
の
開

催
な
ど
こ
れ
ま
で
の
活
動
功
績
に

よ
り
、
こ
の
た
び
総
務
大
臣
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
10
月
18
日
に
東
京
都

に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
10
月
31
日

に
総
務
省
福
島
行
政
監
視
行
政
相

談
セ
ン
タ
ー
所
長
随
行
の
も
と
、

村
長
へ
受
賞
報
告
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

【
行
政
相
談
委
員
】

　

行
政
相
談
委
員
法
に
基
づ
き
、

総
務
大
臣
が
委
嘱
す
る
民
間
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
す
（
任
期
２
年
）。　
　

　

地
域
の
方
々
か
ら
国
の
仕
事
に

関
す
る
苦
情
な
ど
の
相
談
を
受
け

付
け
、
助
言
や
関
係
機
関
へ
の
通

知
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

各
市
町
村
に
１
人
以
上
配
置
さ
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れ
て
い
ま
す
。（
令
和
５
年
10
月

31
日
現
在
で
全
国
約
５
０
０
０

人
、
福
島
県
内
１
１
４
人
）

保
育
所
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

　

10
月
31
日
（
火
）
中
島
保
育
所

に
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ク
ラ
ス
ご
と
に
先
生
が
作
っ

た
衣
装
を
身
に
着
け
て
、
遊
戯
室

で
仮
装
ア
イ
テ
ム
の
買
い
物
体
験

を
行
い
ま
し
た
。

　

仮
装
ア
イ
テ
ム
は
帽
子
や
ア
ク

セ
サ
リ
ー
、
仕
掛
け
の
あ
る
ス

テ
ッ
キ
な
ど
先
生
が
手
作
り
し
た

も
の
で
、
子
ど
も
た
ち
は
自
分
の

好
き
な
も
の
を
楽
し
く
選
ん
で
い

ま
し
た
。

　

買
い
物
体
験
を
終
え
た
ク
ラ
ス

の
園
児
は
「
ト
リ
ッ
ク
オ
ア
ト

リ
ー
ト
！
」
と
所
長
よ
り
お
菓
子

が
配
ら
れ
ま
し
た
。

ふ
く
し
ま
駅
伝
大
会
激
励
会

　

11
月
６
日
（
月
）
村
役
場
に
お

い
て
第
35
回
市
町
村
対
抗
福
島
県

縦
断
駅
伝
競
走
大
会
に
出
場
す
る

中
島
村
チ
ー
ム
の
激
励
会
が
開
催

さ
れ
、
村
長
、
議
長
よ
り
激
励
の

言
葉
と
激
励
金
の
交
付
が
あ
り
ま

し
た
。

矢
吹
千
之
助
主
将
は
「
任
さ
れ
た

区
間
の
役
目
を
全
う
し
ま
す
。
昨

年
の
総
合
順
位
32
位
、
村
の
部
６

位
を
上
回
る
順
位
、
タ
イ
ム
を
目

指
し
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
頑
張

り
ま
す
。｣

と
決
意
表
明
が
あ
り

ま
し
た
。

消
防
団
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト

辞
令
交
付
式
実
施

　

11
月
１
日（
水
）体
育
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
村
消
防
団
の
辞
令
交
付

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
先
立
ち
同
日
付

け
で
小
針
徳
秀
さ
ん
に
村
長
か
ら

消
防
団
長
の
辞
令
（
２
期
目
）
を

交
付
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
本
団
幹
部
７
名
、
部

長
６
名
、
班
長
６
名
、
機
関
要
員

３
名
、
指
導
部
員
２
名
、
ラ
ッ
パ

隊
員
３
名
、
新
入
団
員
３
名
に
辞

令
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
入
団
員
を
代
表
し
、

第
２
分
団
第
３
部
の
古
山
佳
祐
さ

ん
が
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、式
で
は
村
長
か
ら
あ
い
さ
つ
、

消
防
団
長
訓
示
、
矢
吹
消
防
署
泉

崎
中
島
分
署
長
か
ら
の
祝
辞
が
あ

り
ま
し
た
。

▼
本
団
幹
部

副　
　

団　
　

長　

小
針　

忠
善

指　

導　

部　

長　

吉
田　

一
実

第
１
分
団
長　

諸
根　

栄
樹

第
２
分
団
長　

吉
田　

勝
徳

ラ
ッ
パ
隊
長　

天
倉　

健

第
１
副
分
団
長　

大
越　

徹
平

ラ
ッ
パ
副
隊
長　

畠
山　

猛
行

▼
部
長

第
１
分
団
第
１
部　

畠
山　

拓
也

第
１
分
団
第
２
部　

二
瓶　

高
行

第
１
分
団
第
３
部　

向
井　

泰
明

第
１
分
団
第
６
部　

小
針　

昭
太

第
２
分
団
第
２
部　

吉
田　

正
光

第
２
分
団
第
３
部　

大
平　

隼
人

▼
班
長

第
１
分
団
第
１
部　

添
田　

進
二

第
１
分
団
第
２
部　

髙
村　

憲
治

第
１
分
団
第
３
部　

小
室　

和
博

第
１
分
団
第
５
部　

小
室　

尚
隆

第
１
分
団
第
６
部　

小
針　

敬
司

第
２
分
団
第
２
部　

吉
田　

裕
人

▼
機
関
要
員

第
１
分
団
第
１
部　

水
野
谷　

聡

第
１
分
団
第
６
部　

小
針　

賢
寛

第
２
分
団
第
２
部　

瀬
谷　

吉
史

▼
指
導
部
員

第
１
分
団
第
２
部　

緑
川
龍
太
郎

第
２
分
団
第
３
部　

石
井　

祐
平

▼
ラ
ッ
パ
隊
員

第
１
分
団
第
２
部　

野
木　

一
央

第
２
分
団
第
２
部　

仁
科　

嘉
将

第
２
分
団
第
３
部　

近
藤　

光
恭

▼
新
入
団
員

第
２
分
団
第
３
部　

廣
澤　

裕
治

第
２
分
団
第
３
部　

古
山　

佳
祐

第
２
分
団
第
３
部　

和
知　

龍
星
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年末・年始のごみ収集について
12月 30日（土）～１月３日（水）の間はごみ収集をしません

伐採造林届についてご確認ください

　12月30日（土）～１月３日（水）の間はごみ収集をしませんので、ご注意ください。通常収集は１月４
日（木）からの再開となります。また、年末の大掃除などのごみが多く出た場合にはクリーンセンターへの
持ち込み（有料）ができます。
▶ごみの自己搬入のご案内

　12月29日（金）は燃えるごみの通常収集のほか、クリーンセンターにて午前の部（9：00～12：
00）、午後の部（13：00～16：00）の時間帯で自己搬入を受け付けております。費用は自己負担で
す。
今年度からクリーンセンターへの自己搬入する場合は事前予約が必要です。
下記の連絡先もしくは、QRコードから予約をお願いします。

▶連絡先　　０２４８-２１-６２３４
　　　　　　　　　　（月曜日から金曜日９：00～12：00、13：00～16：00）
　　　　　　　　　　※土、日、祝日および年末年始は除く
▶施設名　　西白河地方クリーンセンター【焼却施設】・西白河地方リサイクルプラザ【資源化施設】
▶住　所　　白河市亀石1番地

住民生活課　☎５２-２１１２

企画振興課　☎５２-２１１３

　森林の立木を伐採するときは伐採造林届の提出が必要です。また、森林法施行規則に基づき、令和５年４月１
日より伐採造林届の添付書類については義務となっていますので、該当する場合には必ず添付をお願いします。

添付書類 具体的な内容
森林の位置図・区域図 届出対象の森林の位置および伐採区域がわかる図面

（縮尺は任意です）
届出者の確認書類 個人：氏名・住所がわかる書類（運転免許証など）の写し

法人：法人の登記事項証明書などの写し、法人番号が記
　　　載された書類　

他法令の許認可関係書類
該当する場合のみ

届出対象の森林の伐採に関し、他の行政庁の許認可が必
要な場合に、その申請状況がわかる書類

（許認可後の場合は許可書の写しなど）
土地の登記事項証明書等 土地の登記事項証明書や固定資産税納税通知書の写しな

ど届出者に土地所有権または造林権原があることがわか
る書類

伐採の権原関係書類
届出者が土地所有者でない場合

立木の売買契約書など届出者が立木を伐採する権原を有
することがわかる書類

隣接森林との境界関係書類
以下のいずれかに該当する場合には、添付を省略するこ
とができます。
① 単木的な伐採など境界に隣接しない場合
② 境界杭などにより境界が明らかな場合
③ 誓約書の提出等により届出後伐採前に境界確認を実
　 施することを明らかにした場合

伐採区域に関し、隣接森林所有者との確認状況がわかる
書類

村長が必要と認める書類 伐採および集材に関するチェックリスト、地元関係者との
協議書など市町村が実情に応じて条例などに定める書類

（役場企画振興課にお問い合わせください）
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固定資産税の家屋調査
～家屋の取り壊しなどをした際には12月中に申し出をお忘れなく～

水道管の凍結防止についてのお知らせ

除雪のお知らせとお願い

　冬の寒さにより水道管が凍結し、破裂することがあります。凍結防止対策や定期的に漏水してないか確認
をお願いいたします。
◆凍結防止対策
　保温材、古い毛布、布切れなどを巻き付け、その上からビニールテープで固定し、凍結を防止してくださ
い。冷え込みが特に厳しい朝夕については、蛇口からごく微量の水を出しておくことで、凍結を防止するこ
とができます。
◆凍結してしまった場合
　そのまま放置すると管の破裂につながることがありますので、放置せずにぬるめのお湯をかけるなど、少
しでも早く凍った部分を溶かしましょう。
※熱湯を直接かけると水道管や蛇口が破裂することがあります。
◆漏水のチェックの方法及び漏水の可能性がある場合
　全ての水栓をしっかり閉めた状態で、水道メーターのパイロットが少しでも回っている場合は、漏水の可
能性があります。漏水は水を無駄にするばかりでなく、料金も多額になりますので、至急「中島村簡易水道
指定給水装置工事事業者」に修理を依頼して下さい。

村内の指定給水装置工事事業者

※村外の業者も指定を受けている場合がありますので、ご不明な点はお問い合わせください。
建設課　☎５２-３４８４

　積雪の際、主要道路の交通への支障をなくすため並びに児童生徒の通学路の安全確保のため、村内全域を
機械除雪することがあります。その際、家の出入り口付近に機械除雪による雪のかたまりが残る場合が想定
されます。ご迷惑をおかけし申し訳ありませんが、その際は除雪のご協力をお願いします。
　また、道路ぎわにある樹木や竹等が積雪により道路に倒れかかると除雪作業に支障をきたす他、通行の妨
げ、事故につながる恐れがあり大変危険です。所有者の方は伐採または枝払い等の管理をお願します。
　なお、除雪作業は危険を伴いますので、近くでの見学やオペレーターへの声掛け等は行わないでください。
　また、屋根や樹木から歩道、道路などに落ちた雪は、協力しあって除雪くださるようお願いいたします。
　住民のみなさまには冬期の安全安心な暮らしのため、ご理解ご協力をお願いします。

建設課　☎５２-３４８４

　令和５年１月２日以降に新築・増設された家屋について、令和６年度の固定資産税を算出するための調査
を行っています。対象となる家屋の所有者には、事前に日程調整の文書をお送りしますので、ご協力をお願
いいたします（訪問する調査員は「固定資産評価補助員証」を携帯しています）。
　また、家屋の取り壊し・用途変更をした方は令和６年１月１日の固定資産税算出前に申告書を提出してく
ださい。

税務課　☎５２-３４８１

事業者名 電話番号 事業者名 電話番号
畠山設備㈲ 52-2838 海老名管工業 52-3868
小室電器 52-2103 ㈲瀬谷設備 52-3331

㈲塩田建設 52-2821 ㈲マルエヌ住設 52-2662 ・
パイロット

水道メーター
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募

集

農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か
？

　

農
業
者
年
金
は
、
加
入
者
数
の

変
化
や
財
政
事
情
に
左
右
さ
れ
な

い
、安
心
安
全
な
公
的
年
金
で
す
。

《
農
業
者
年
金
の
特
徴
》

①
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

で
、
年
間
の
60
日
以
上
農
業
に
従

事
す
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
加
入
で
き
ま

す
。
さ
ら
に
、
年
間
60
日
以
上
農

業
に
従
事
す
る
60
歳
以
上
65
歳
未

満
の
国
民
年
金
の
任
意
加
入
者
も

加
入
で
き
ま
す
。
配
偶
者
や
後
継

者
な
ど
の
家
族
、
兼
業
農
家
、
農

地
の
権
利
名
義
を
持
た
な
い
施
設

園
芸
や
畜
産
農
業
者
も
加
入
で
き

ま
す
。

②
自
ら
積
み
立
て
た
保
険
料
と
、

そ
の
運
用
益
に
よ
り
受
け
取
る
年

金
額
が
決
ま
る
「
積
立
方
式
・
確

定
拠
出
型
」
の
年
金
で
す
。

③
認
定
農
業
者
な
ど
の
一
定
の
要

件
を
満
た
す
方
に
は
保
険
料
の
国

庫
補
助
が
あ
り
ま
す
。

④
保
険
料
は
月
額
２
万
円
（
35
歳

未
満
で
政
策
支
援
加
入
の
対
象
と

な
ら
な
い
方
は
１
万
円
）
か
ら

６
万
７
千
円
ま
で
千
円
単
位
で
自

由
に
選
択
で
き
、
い
つ
で
も
見
直

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑤
支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
５
２-

３
４
８
７

国
民
年
金
基
金
制
度
の
ご
案
内

　

自
営
業
の
方
や
そ
の
家
族
、
学

生
な
ど
の
国
民
年
金
の
第
１
号
被

保
険
者
の
皆
様
へ

▼
国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
の

方
や
そ
の
家
族
、
学
生
な
ど
の

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

の
方
々
が
ゆ
と
り
あ
る
老
後
を

過
ご
せ
る
よ
う
、
国
民
年
金
に

上
乗
せ
す
る
公
的
な
年
金
制
度

で
す
。

▼
加
入
で
き
る
方
は
、
国
民
年
金

に
加
入
し
て
い
る
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
方
お
よ
び
60
歳
以
上

65
歳
未
満
の
方
や
海
外
に
居
住

さ
れ
て
い
る
方
で
国
民
年
金
に

任
意
加
入
し
て
い
る
方
で
す
。

▼
65
歳
か
ら
生
涯
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
終
身
年
金
が
基
本
で

す
の
で
、
長
い
老
後
の
生
活
に

備
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
掛
金
は
金
額
が
所
得
か
ら
控
除

で
き
る
の
で
、
所
得
税
と
住
民

税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
受
け
取

る
年
金
も
公
的
年
金
等
控
除
の

対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、
税
制

面
で
優
遇
さ
れ
ま
す
。

▼
万
が
一
早
期
に
亡
く
な
っ
た
と

き
、
家
族
に
遺
族
一
時
金
が
支

払
わ
れ
ま
す
の
で
、
掛
け
捨
て

に
な
り
ま
せ
ん
。（
一
部
の
年

金
タ
イ
プ
を
除
く
）
遺
族
一
時

金
は
全
額
非
課
税
で
す
。
※

２
０
２
３
年
１
月
現
在

▼
加
入
し
た
時
に
確
定
し
た
掛
金

額
と
年
金
額
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。（
ご
加
入
時
の
内
容
で
お

支
払
し
た
場
合
）

▼
ご
加
入
い
た
だ
い
た
後
も
掛
金

の
額
を
口
数
単
位
で
増
減
で
き

ま
す
。

問
全
国
国
民
年
金
基
金
南
東
北
支

部☎
０
１
２
０-
６
５-

４
１
９
２

放
送
大
学
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
、
４
月
入
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世

代
、
約
８
万
５
千
人
以
上
の
学
生

が
、
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び

を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目

的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
左
記
ま
で
ご
請

求
く
だ
さ
い
。

　

出
願
期
間
は
、
第
１
回
は
２
月

29
日
ま
で
、
第
２
回
は
３
月
12
日

ま
で
で
す
。

問
放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４-

９
２
１-

７
４
７
１

お
知
ら
せ

入
学
通
知
書

届
い
て
い
な
い
場
合
は
ご
連
絡
を

　

11
月
に
教
育
委
員
会
よ
り
令
和

６
年
度
小
・
中
学
校
入
学
予
定
者

の
保
護
者
あ
て
に
入
学
通
知
書
を

発
送
し
ま
し
た
。

　

ま
だ
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、

教
育
委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

※
入
学
式
当
日
に
持
参
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
の
で
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

※
指
定
の
学
校
へ
特
別
な
事
情
・

理
由
に
よ
り
就
学
で
き
な
い
場
合

は
、
申
し
立
て
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
教
育
委
員
会
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
学
校
教
育
課
（
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
輝
ら
里
内
）

☎
５
２-

３
４
８
３

中
島
幼
稚
園
１
日
入
園

　

令
和
６
年
度
中
島
幼
稚
園
入
園

予
定
者
向
け
に
１
日
入
園
を
実
施

し
ま
す
。

▼
日
時

令
和
６
年
１
月
12
日
（
金
）

９
：
15
～
12
：
00
予
定

▼
場
所

中
島
幼
稚
園

▼
参
加
者

令
和
６
年
度
入
園
予
定
児
、
保

護
者

▼
内
容

制
服
等
の
注
文
、
保
護
者
会
、

親
子
面
談

▼
持
ち
物

上
履
き
、
筆
記
用
具
、
家
庭
生

活
調
査
票
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

調
査

【
希
望
者
】

通
園
バ
ス
使
用
申
請
書
、
預
か
り

保
育
登
録
申
込
書
、
施
設
等
利
用

給
付
認
定
申
請
書
、
就
労
証
明
書

　

入
園
願
書
を
提
出
い
た
だ
い
た

方
に
は
、
12
月
中
旬
に
各
家
庭
に

案
内
文
書
を
お
送
り
し
ま
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
、
幼
稚
園
か
ら
の

案
内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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童
里
夢
公
園
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場

利
用
再
開
に
つ
い
て

　

童
里
夢
公
園
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広

場
の
改
修
工
事
が
完
了
し
、
11
月

か
ら
利
用
を
再
開
し
ま
し
た
。
各

種
イ
ベ
ン
ト
等
の
際
に
、
是
非
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
可
能
人
数

　

最
大
60
名
程
度

▼
利
用
時
間

　

午
後
５
時
ま
で

▼
使
用
料

　

無
料

▼
申
し
込
み
方
法

建
設
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

材
料
・
蒔
等
は
持
ち
込
み
と
な

り
ま
す
。

使
用
後
の
片
付
け
は
ご
自
身
で

行
い
、
ゴ
ミ
は
お
持
ち
帰
り
く

だ
さ
い
。

問
建
設
課

☎
５
２-

３
４
８
４

白
河
税
務
署
か
ら
消
費
税
の

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関
す
る

説
明
会
の
お
知
ら
せ

　

税
務
署
で
は
、
事
業
者
の
方
を

対
象
に
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。（
消
費
税
の
仕
組
み
か
ら
知

り
た
い
方
向
け
）

▼
説
明
会
開
催
日
時

12
月
15
日
（
金
）

〈
午
前
の
部
〉

10
：
00
～
11
：
00
ま
で

〈
午
後
の
部
〉

14
：
00
～
15
：
00
ま
で

　

説
明
会
終
了
後
、
登
録
要
否
相

談
会
（
個
別
）
を
行
い
ま
す
。

※
説
明
会
及
び
登
録
要
否
相
談
会

へ
の
参
加
に
は
、
事
前
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

▼
申
し
込
み
期
限

12
月
12
日
（
火
）

　

な
お
、
定
員
に
な
り
次
第
、

申
し
込
み
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

▼
会
場

白
河
税
務
署　

一
階
会
議
室

白
河
市
中
田
５
‐
１

▼
申
し
込
み
先

問
白
河
税
務
署
法
人
課
税
部
門

☎
２
２-

７
１
２
８

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
者
を

公
表
し
ま
す

　

住
民
基
本
台
帳
法
第
11
条
第
３

項
及
び
第
11
条
の
２
第
12
項
並
び

に
住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写
し

の
閲
覧
及
び
住
民
票
写
し
な
ど
の

交
付
に
関
す
る
省
令
第
３
条
の
規

定
に
基
づ
き
閲
覧
者
を
公
表
し
ま

す
。

※
平
成
18
年
11
月
１
日
よ
り
年
１

回
以
上
公
表
す
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

▼
公
表
対
象
期
間

令
和
４
年
11
月
１
日
～
令
和
５

年
10
月
31
日

※
こ
の
期
間
で
閲
覧
が
あ
っ
た
も

の
を
公
表
い
た
し
ま
す
。

▼
閲
覧
件
数

１
件

▼
閲
覧
の
内
容

抽
出

▼
閲
覧
日

令
和
５
年
10
月
20
日

▼
閲
覧
者

防
衛
省

▼
請
求
事
由
（
使
途
）

自
衛
官
の
募
集
に
伴
う
広
報

（
自
衛
隊
法
第
29
条
第
１
項
、

第
35
条
に
よ
る
）

▼
対
象
者

平
成
18
年
４
月
２
日
～
平
成
19

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
女

平
成
21
年
４
月
２
日
～
平
成
22

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
子

問
住
民
生
活
課

☎
５
２-

２
１
１
２

令
和
５
年
分
公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
に
つ
い
て

　

確
定
申
告
を
行
う
際
に
必
要
と

な
る
「
令
和
５
年
分
公
的
年
金
等

の
源
泉
徴
収
票
」（
令
和
５
年
２

月
～
12
月
支
払
年
金
額
を
記
載
し

た
も
の
）
は
、
日
本
年
金
機
構
よ

り
令
和
６
年
１
月
中
旬
～
下
旬
頃

に
送
付
し
ま
す
。
老
齢
・
退
職
を

支
給
事
由
と
す
る
年
金
を
受
給
し

て
い
る
方
全
員
に
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
紛
失
さ
れ
な
い
よ
う
ご
注

意
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金

は
非
課
税
所
得
で
す
の
で
、
源
泉

徴
収
票
は
送
付
し
て
お
り
ま
せ

ん
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
日
本
年
金
機

構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
左
記
の
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ

ル
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０-

０
５
１
１
６
５

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

第
75
回
人
権
週
間

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
及
び
全
国

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
12

月
10
日（
世
界
人
権
宣
言
採
択
日
）

の
「
人
権
デ
ー
」
を
最
終
日
と
す

る
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
定

め
、
各
地
で
世
界
人
権
宣
言
の
意

義
を
訴
え
る
と
と
も
に
人
権
尊
重

思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
た
め
の

行
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
福
島
地
方
法
務
局
及

び
福
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で

を
「
第
75
回
人
権
週
間
」
と
し
、

当
該
週
間
を
中
心
に
啓
発
活
動
及

び
相
談
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

村
内
で
は
、
12
月
4
日
（
月
）

福
祉
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
あ
い
の
家
」

に
て
10
：
00
～
15
：
00
ま
で
特
設

相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
人
権
週
間
に
限
ら
ず
、

電
話
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
の

で
、
悩
み
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

左
記
の
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
相

談
は
、
人
権
擁
護
委
員
及
び
法
務

局
職
員
が
対
応
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
５
７
０-

０
０
３-

１
１
０

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

（
相
談
時
間
：
年
末
年
始
を
除
く

平
日
、
８
：
30
～
17
：
15
）
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教育委員会教育委員会つうしん つうしん 学校教育課学校教育課

　10月 28日（土）に学習発表会が行われました。
　１年生は学習発表会デビュー！歌や器械運動を含めた
「大きなかぶ」の劇を、堂々と発表しました。
　６年生は小学校最後の発表会でした。「太鼓・組み体操、
合唱」を見事に発表しました。
　２年生は歌や楽器の「音楽・劇」、３年生は「汗かき
地蔵太鼓」の演舞、４年生は「ダンス・劇、器械運動」、
５年生は「合奏・斉唱」を表情豊かに発表しました。
　学習発表会の大成功の裏には、６年生の係活動や各学
年での創意工夫と協力、そして教職員全員による会場設
営準備と運営が関わり合っていました。まさに「チーム
滑津」の本領発揮となりました。

　「ぶちかませ！ぼくらのエナジー！～なか中生は究極
のアイドル～」のテーマの下、４年ぶりにマレーシアか
ら交流生徒をお迎えし、ききょう祭が開催されました。
この日までに一生懸命準備や練習を重ねてきた合唱、学
年発表など、多くの来賓、保護者の方々にご覧頂くこと
ができました。

　10月 28日（土）に「あやめ発表会」を行いました。
今年度は、入場制限を行わない形での開催とし、当日は
多くのご来賓・保護者の皆様にご声援をいただき、子ど
も達にとって充実した発表会にすることができました。
　また、今年度は全校合唱も再開し、芳賀徳也様に事前
に全体指導をしていただきました。限られた時間の中で
の全体練習でしたが、学んだことを生かし、会場にすて
きな「もみじ」の歌声を響かせることができました。各
学年の演奏・演技も担任と子ども達で創り上げた一人一
人が主役の発表となりました。

　10月 30 日（月）年中・年長児がアグリカレッジ福
島で芋掘りをしてきました。土の中から大きな芋がでて
くると、歓声を上げて喜んでいました。掘ってきた芋は
幼稚園で日陰干しをし、当番の子たちが「おいしくなあ
れ」と、さつま芋をひっくり返していました。

チームの力！
滑津小学校

芋掘り
中島幼稚園

あやめ発表会
吉子川小学校

～ききょう祭～
中島中学校

１年生の様子 ６年生の様子

３年「ひびけ　３年生太鼓」全校合唱「もみじ」
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教育委員会教育委員会つうしん つうしん 生涯学習課・児童館生涯学習課・児童館

生
涯
学
習
課

ナ
イ
ス
レ
デ
ィ
学
級

「
健
康
講
話
」

　

10
月
12
日
（
木
）
白
河
市
の
ワ

タ
ナ
ベ
薬
局
の
薬
剤
師
渡
辺
力
氏

を
お
招
き
し
、
健
康
講
話
を
実
施

し
ま
し
た
。
薬
の
服
用
等
に
つ
い

て
、
ク
イ
ズ
方
式
等
で
ユ
ー
モ
ア

い
っ
ぱ
い
の
話
し
で
と
て
も
参
考

と
な
る
講
話
と
な
り
ま
し
た
。

市
町
村
対
抗
福
島
県

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

10
月
15
日
（
日
）
相
馬
光
陽
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
場
で
開
催
さ
れ
た

第
10
回
市
町
村
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
に
中
島
村
チ
ー
ム
が
出
場

し
ま
し
た
。
１
回
戦
桑
折
町
と
対

戦
し
、
１
回
に
先
制
し
４
回
ま
で

リ
ー
ド
し
ま
し
た
が
、
終
盤
で
同

点
に
追
い
つ
か
れ
時
間
切
れ
で
抽

選
と
な
り
、
惜
し
く
も
１
回
戦
敗

退
と
な
り
ま
し
た
。

ク
ラ
ウ
ン
大
学

「
秋
の
研
修
旅
行
」

　

10
月
18
日(

水)

穏
や
か
な
秋

晴
れ
の
下
、
ク
ラ
ウ
ン
大
学
の
研

修
旅
行
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
行
き
先
は
裏
磐
梯
方

面
。
最
初
に
「
磐
梯
山
噴
火
記
念

館
」
を
見
学
し
、
次
に
檜
原
湖
遊

覧
船
に
乗
り
ま
し
た
。
色
づ
き
始

め
た
山
々
と
湖
に
浮
か
ぶ
島
々
な

ど
、
陸
か
ら
の
景
色
と
は
ひ
と
味

違
っ
た
絶
景
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

午
後
は
芸
術
の
秋
に
ち
な
み
、

シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ズ
ム
の
巨
匠
ダ

リ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
有
名
な

「
諸
橋
近
代
美
術
館
」
を
見
学
し

ま
し
た
。

　

夢
の
中
の
よ
う
な
、
現
実
に
は

あ
り
得
な
い
世
界
を
描
い
た
鬼
才

ダ
リ
の
絵
や
彫
刻
を
た
っ
ぷ
り
鑑

賞
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
に
行
っ
た
西
吾
妻
ス
カ

イ
バ
レ
ー
の
紅
葉
が
ち
ょ
う
ど
見

頃
で
、
車
窓
か
ら
見
え
る
絶
景
に

「
う
わ
ぁ
ー
！
」
と
い
う
感
嘆
の

声
が
出
る
こ
と
し
き
り
で
し
た
。

輝
ら
里
図
書
室

「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
」

　

10
月
28
日
（
土
）
～
29
日
（
日
）

に
輝
ら
里
図
書
室
に
お
い
て
、
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
仮
装
を
し
て
き
た
子
ど

も
た
ち
も
沢
山
お
り
、
２
日
間
で

総
勢
50
名
以
上
の
参
加
者
に
お
菓

子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

児
童
館

中
島
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

科
学
実
験
教
室
実
施

　

11
月
4
日
（
土
）
児
童
ク
ラ
ブ

室
に
お
い
て
科
学
実
験
教
室
を
行

い
ま
し
た
。こ
の
実
験
教
室
は「
静

電
気
で
遊
ぼ
う
」、「
浮
沈
子
を
作

ろ
う
」
の
２
部
構
成
で
実
施
し
ま

し
た
。
第
１
部
で
は
、
塩
ビ
パ
イ

プ
と
ス
ズ
ラ
ン
テ
ー
プ
を
使
っ

て
、
自
作
し
た
ス
ズ
ラ
ン
テ
ー
プ

の
ク
ラ
ゲ
を
空
中
に
う
か
せ
た

り
、
塩
ビ
パ
イ
プ
と
ア
ル
ミ
缶
を

使
っ
て
ア
ル
ミ
缶
レ
ー
ス
を
行
い

ま
し
た
。
静
電
気
起
こ
す
た
め
に

一
生
懸
命
パ
イ
プ
を
こ
す
り
、
起

こ
し
た
静
電
気
を
使
っ
て
２
つ
の

内
容
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
浮
い
た
り
沈
ん

だ
り
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
浮
沈
子
を

作
成
し
ま
し
た
。
完
成
し
た
自
分

だ
け
の
浮
沈
子
を
浮
か
せ
た
り
沈

め
た
り
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

児
童
ク
ラ
ブ

タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
選
手
権
実
施

　

児
童
ク
ラ
ブ
で
は
今
年
度
ヤ
マ

ハ
発
動
機
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
よ

り
「
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
」
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
材
の
提
供
を

受
け
６
月
よ
り
取
り
組
み
ま
し

た
。
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
と
は
腰
に
タ

グ
を
２
本
つ
け
て
ト
ラ
イ
を
目
指

す
競
技
で
す
。
ル
ー
ル
は
ほ
ぼ
ラ

グ
ビ
ー
の
ル
ー
ル
と
な
り
ま
す
。

タ
ッ
ク
ル
な
ど
危
険
な
プ
レ
ー
は

す
る
こ
と
な
く
タ
グ
を
と
る
こ
と

で
ボ
ー
ル
の
進
行
を
止
め
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
10
月
30
日
（
月
）

に
活
動
の
仕
上
げ
と
し
て
タ
グ
ラ

グ
ビ
ー
選
手
権
を
行
い
ま
し
た
。

試
合
に
参
加
し
た
児
童
は
一
生
懸

命
ト
ラ
イ
を
目
指
し
て
試
合
に
挑

ん
で
い
ま
し
た
。



月

輝ら里図書室カレンダー文
芸
の
ひ
ろ
ば
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みんなの広場みんなの広場

ニック先生の
英語教室

12

○  開いている日　 ×  お休みの日　 ◎  おはなし会　

利用案内
◆開　館　日　　火曜日～日曜日　１０：００～１８：００
　　　　　　　　（１２：００～１３：００までは閲覧のみ）
◆休　館　日　　毎週月曜日・祝日・年末年始・特別整理期間
◆図書の貸出　　一人５冊まで、2週間以内

針
ほ
ど
の
ネ
ギ
苗
の
中
草
む
し
り　

神
経
き
わ
だ
ち
指
先
ま
い
ご

秋
の
空
晴
れ
て
雲
な
し
あ
た
た
か
き　

那
須
に
雪
な
し
山
脈
ひ
か
る　
　
　
　
　
　

畠
山　

ヒ
サ
子

暑
さ
去
り
ど
ん
ぐ
り
転
が
る
遊
歩
道　

水
筒
も
ち
し
園
児
ら
歩
く

庭
先
に
い
ず
こ
よ
り
来
し
ま
ん
じ
ゅ
し
ゃ
げ　

良
い
こ
と
あ
る
と
信
じ
つ
つ
み
る　
　
鈴
木　

由
美
子

空
爆
に
腕
か
い
な
や
足
に
名
前
記
す　

こ
ど
も
の
心
い
か
ば
か
り
か
と

そ
れ
は
駄
目
こ
こ
に
虫
が
と
さ
さ
や
く
は　

茶
髪
の
青
年
さ
し
み
コ
ー
ナ
ー
な
り　
　

八
代　

陽
子

日 月 火 水 木 金 土

1 2

〇 ◎

3 4 5 6 7 8 9

〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

10 11 12 13 14 15 16

〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

17 18 19 20 21 22 23

〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

24 25 26 27 28 29 30

〇 × 〇 〇 〇 × ×

31

×

～サンタクロースの起源～

▪　What did Santa bring you this year?　
　　　今年サンタさんは何を持ってきてくれましたか？
▪　I got a teddy bear. How about you?　
　　　テディベアをもらいました。 あなたは？
▪　I got a new video game．
　　　新しいテレビゲームをもらいました。
▪　Nice. Let’s play it together．
　　　いいね、 一緒に遊びましょう。

　サンタクロースの起源は、古いキリスト教の伝統にまで遡ることができます。４世紀にトルコに住んでいたキリスト教の司教
である聖ニコラスが、サンタクロースのモデルという説が有力です。彼は親切な行為、特に困っている人たちへの秘密の贈り物
で知られていました。
　キリスト教がヨーロッパ全土に広まるにつれて、聖ニコラウスの物語も広まりました。彼のオランダ語の名前「シンタクラー
ス」はサンタクロースという名前に発展し、彼は１２月のホリデーシーズンの贈り物に関連する中心人物になりました。
　１８２３年に出版されたクレメントムーアの詩「聖ニコラスの訪問」は、現在のサンタの現代的な外見と性格の形成に重要な
役割を果たしました。ムーアの詩には、トナカイ、そり、クリスマスイブにプレゼントを届けるアイデアなど、クリスマスでお
なじみの要素がたくさん入っています。
　１９世紀後半から２０世紀初頭にかけて、さまざまなイラストレーターや広告によって、サンタクロースは、赤いスーツを着
てひげを生やした陽気な人物というイメージが定着しました。１９３０年代のコカ・コーラの広告では、サンタを、太っていて
赤い服を着た陽気なキャラクターとして描き、このイメージをさらに広めました。 さまざまな歌、作者もサンタ クロースの伝
承を行うようになり、今日のようなサンタ クロース伝説を生み出しました。
　みなさん、メリークリスマス！サンタクロースが、たくさんプレゼントを持ってきてくれるといいですね！

Origin of Santa Claus

Image Link https://www.flickr.com/photos/armadillo444/3228000960
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休日救急医療・歯科当番医表

みんなの広場みんなの広場

今
月
の
納
税

お誕生おめでとうございます

ご結婚おめでとうございます

お悔やみ申し上げます

10 月受付

村
長
の
日
常

★「小児平日夜間救急医療事業」～白河医師会の小児科医が通常の診療後に交代で診療します～
・対象者：中学生（１５歳）以下の子ども　　　・診療日：平日（月曜日～金曜日）
・受付時間：１９：１５～２１：１５　　　　　・診療場所：白河厚生総合病院内　小児科外来
※受診前に必ず電話してください。　☎０２４８-２２-２２１１

※当番医が変更になることがありますので、新聞などで確認してください。●休日当番医

※「誕生」・「結婚」・「お悔やみ」について広報への
　掲載を希望されない場合は、窓口への届出の際
　にお申し出ください。

診 療 日 小　　　児　　　科
午前 9 時～午後５時

内 　 科 　 ・ 　 外 　 科 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
午 前 ９ 時 ～ 午 後 ５ 時

白河歯科医師会　　　　　　　　　　
午前９時～午後５時

1 2 月 3 日 ( 日 ) 樋口小児クリニック きたむら整形外科 海野歯科医院
☎４２－２０４０ ☎４２－５５３３ ☎２５－７４７４

12 月 10 日 ( 日 ) みうら小児クリニック 小針医院 かたの歯科医院
☎２８－１００１ ☎４２－２３６６ ☎２２－８８３３

12 月 17 日 ( 日 ) にしごうキッズクリニック まつやまクリニック 白河歯科クリニック
☎２９－８７２５ ☎４１－２３１１ ☎２２－７１３３

12 月 24 日 ( 日 ) わたなべ子どもクリニック よしだ内科クリニック 斎須歯科医院
☎２１－２１６６ ☎２１－５７１１ ☎３２－４３４７

12 月 31 日 ( 日 ) 白河厚生総合病院 会田病院 ひぐち歯科クリニック
☎２２－２２１１ ☎４２ー２１２１ ☎２１－５３０７

今月はありません

氏　名 年　齢 住　所
大 沼 正 二 ６７ 原 山 自 治 会

吉 田 ミ ヨ イ ９４ 浦 原 １

村 県 民 税（４期）
国 民 健 康 保 険 税（６期）
介 護 保 険 料（６期）
後期高齢者医療保険料（５期）
～納期限は12月 25日（月）です～

納税は遅れず忘れずに！
納税は口座振替が便利です。
税務課　☎５２－３４８１

なかじぞうさんが村長から
メッセージを受け取りました

「ごはんをしっかり食べて、免疫力を高めて
この寒い冬を乗り切りましょう！」

村長さんは１０年以上体調を
崩していないんだって！
みんなもしっかりごはんを
食べて元気に過ごそうね！

人
口
と
世
帯

11 月１日現在 （先月比）
人　口 ４，８０２ （ － ４）

男 ２，３４８ （ － ２）
女 ２，４５４ （ － ２）

世帯数 １，７４０ （ ＋ ６）
氏　名 保護者 住　所

佐 藤 珀
はく

空
あ

康志 川 原 田 ２

病院に行くか、救急車を呼ぶか
迷ったらご相談ください

福島県救急電話相談　（毎日 24 時間）　
＃ 7119( 県内のプッシュ回線・携帯電話 ) ☎ 024-524-3020( ダイヤル回線・IP 電話・PHS)
福島県こども救急電話相談（毎日 19:00 ～翌朝 8:00）
＃ 8000( 県内のプッシュ回線・携帯電話 ) ☎ 024-521-3790( ダイヤル回線・IP 電話・PHS)



カレンダー

日 月 火 水 木 金 土
1 2

小学生対象学習
会【児】

クリスマス発表会【保】
おはなし会、絵画教室【輝】
土曜学習会（中３）、ダン
ス教室、第 3 回チャレン
ジカップ「逃走中」【児】

3 4 5 6 7 8 9
個別懇談～ 15 日

【保】
LEE( 英会話）教室

【輝】
スマホ教室～８日

【輝】
小学生対象学習
会【児】

新教研、ダンス
教室【児】 
絵画教室【輝】

【温泉・図書室休】
10 11 12 13 14 15 16

無料法律相談所
開設【福祉】 
スマホ教室～ 12
日【輝】

クラウン大学
【輝】

1 歳 6 か月児健
診、3 歳児健診

【保セ】

小学生対象学習
会【児】

土曜学習会（中 3）、
ダンス教室、お楽し
み会、閉級式（キッ
ズクラブ）【児】
絵画教室【輝】【温泉・図書室休】

17 18 19 20 21 22 23
歯科クリニック

【保セ】
LEE( 英会話）教室

【輝】
第 2 学期終業式

【幼】
冬期休業日 
～ 1/15【幼】
ふれあいカフェ

【福祉】

第２学期終業式【小・中】 
小学生対象学習会、ク
リスマス会【児】

冬季休業日～ 1/8
【小・中】 
土曜学習会（中３）、
ダンス教室【児】

【温泉・図書室休】
24 25 26 27 28 29 30

小学生冬期学習
会～ 26 日、中
学生冬期講習会
～ 28 日【児】

官公庁仕事納め
保育納め【保・幼・児】 

年末年始休日～
1/3【官公庁・保・
幼・児】

【温泉・図書室休】
31

（予定）月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

元旦 官公庁仕事始め 
保育始め【保・幼】

新教研【児】

7 8 9 10 11 12 13
ニ十歳を祝う会

【輝】
成人の日 
消防団出初式【体セ】 
安全祈願祭【輝】

第 3 学期始業式
【小・中】

1 日入園【幼】 おはなし会【輝】 
土曜学習会（中
3）【児】

【図書室休】

月 （予定）1

広報なかじま　Ｒ５.12　◯16

【保】…保育所　【幼】…幼稚園　【滑】…滑津小学校　【吉】…吉子川小学校　【小】…両小学校　【中】…中学校　
【児】…児童館　【福祉】…福祉センター　【輝】…輝ら里　【保セ】…保健センター　【改セ】…改善センター　
【温泉休】…ふれあいの郷温泉休館日　【図書室休】…輝ら里図書室休館日

編集・発行　中島村役場・企画振興課　〒961-0192　福島県西白河郡中島村大字滑津字中島西11-1　☎ 0248（52）2113
　　　　　　ホームページアドレス　http://www.vill-nakajima.jp/
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